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(E]水油E究土工巷)

1 括 書

は燕の丘力L=囚する従来の実&は,官わ:fある円法

衣の鵬 の一類面を1=1こ(抑 陵:二f払 するiP_I-,

朗 包D流石から狩する力を螺 するものが多かつ

J'=.勿茸このtV_r相 の塁式も玉章であるが,碓 ▲ニ

岩石啓にさく乱し.そa)礼(=蛙状繋包を芝gtして行う

艶 '=当っては,ほ菜の兼行tニ往つl=,薫包の何面が

掠韓に如何/Lる田の秤 を与えflJるかがZ安fJ咽 と
なる8

そこで,この油信は従来a)轍 に 監･..て,主t=T

N T (dO弱F′∝)について,この翁包がその肺 '=

EX荘する招侍に如何fLる劾央をも1=らすかを棚
LF=点果をの-る｡

克づ発旬の町面■=筏 の々傾きでとりつけらLl.T=弟蛙

の FopklnSJ)n劾繁をしらぺる事.=よって.TNT

が鈴の中に鮒 する仏力汝には一定の方向睦があるこ
とを知り,次で阿伐のl市作で対称'ニ蟹聖する事によっ

て.中央に払った応力汝の郁夫包袋の角度を田ぺて,
この様な応力班卸 よその巡行方向に対して荘仙 こ掛乍

られることfJ潤め.肱IJ]班がある一定の方向性を和し

て摂南が形成さYLrDにはある1T眼の半現角を初する円

位内L=B=力変化が限られることから,この応力洋の巡

圧をその筆写的 (又は応力むの沌行方向)と経巡から

攻め7gることを芯認し,それが音速を盈瀦して荘半群

を影史するたりの排件を姶じ1こ｡その際 千の JS
Rlnehartの実Ekりの迫拝をFtみ.又爵 丁報の手法を

未報の乗船 こ瓜mして,雛包信面から穀ぜられる

応力告の圧力,.'J･JスケEjqIした掛 を和 ･｡

JT 埴状薬包の側面が有する

7lopkJr190rl劾黒

毛重美の畑 .まいづItも促兼の泣面.即ち印 雪子と

応力技の浩行方向とが一一･致し1こものであっT=｡然し璃

両においては,併 包子1=る脚 乱は鐘発の速ff:こ

モ芸って移敢ナる点が只る｡この正字の図7･が捷費しつ

つある勝 の何であるかは純毛であるが.それが何で

あるt=J.I-i,安定した壊変状か 二あっては批 石の
正行,打ち艇 を6日ここ吐いて考えてよい啓であるD
この任秀の菱行に従って野が莞於するか,現も､は有

損の角度を以て鮎 Jされ,-Jかの拝件の登は,先づ朗ら

か:=すべき閥 である.そこで尽 の々汗雷角度を持つ

鎗拝を蔀包の庶面にとIJつけてそのLbJ7k)n50n効果

を接 しT=｡

即ち,径3号nlm約蛙の-泡をfEtlと現る角皮を持

つ様に蜘I)落し,Frニ他の一掬を尚に直角に切って平
均蛙長がdonにTごろ打抜を咋伯する｡興包ほT.～T

3COgをポーT,a .こ駁め.角蛙状繋包::する｡この

時の比完は0･95,cc.正方断面の一辺はiDnm である｡

この薬包の究矧 こ近く上記Sauの切約両を添え.チー

プで粟軌 こ芸者せしめてJF次舛taに供する｡

那 l国はその｢速の鮎 を77訳したものであるが.盟
納 が軌 とTa:角なもの,即ちrl'-nOのものは匠面
になった新艇部が船 の池行方仙こ月よって垂じ.そ

の様はあたかも｢El鎖｣を見る虹如 tあ,-J｡この飯はL)′
がⅦ○より小となるにつれIC柑大し.0'-650に重り

はLZ｢皆既色｣を想わしめ.文l:e'が小とf_rれほ,

今までと浬に鮎 の方向ここ片上って生じ始める｡
この現金は朗らかL:成る件件i:如 て は昏状難包の

肺 が荘侍に安ずる瓜力瞥!=は一定の方向があること

を戻すものである｡

倍.3'-650に於,いて.位長を変化させて行った朝

廷の鰍 は妨 Ⅰ炎の如くである｡

之を虻方向C策駿 (1稚)と比べ4'Lは,この敷無の発

生玖界珪長はあまり範がTLい.この叔由は捜記の泣頚

圧力の泣髭良控を円るに改んIT詔塀される.
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鈷m 応力波の過行方向及びその -1 ね 1圭. B IB

好0 各 堆 操, D JblJJ鼓舞
袋帯化 応力汲のar突払封

角度0′ 曲牡の端和

角皮d′j:"-e 位11也の遭fT

l角節ZEg 娼包伺同からそれJこ奴する舟托内lこ
l生射tILる応力法DIJJF･35:決托すal

y法節2式 鉛桂の碑石内皮B/と,対称8T鞍
によるJL-tlJ淡のg]-突亀裂杓出 Q とのⅨ1',

80/ Sも○ヰC/ 62810/ 6505Jy 8802

5/Z)o30' 344S/ O - 304

5/el+4 65010, 上丘055rb505q 6qbI5

'生じ.それより大きfle',小さTLC'に対して夫
の々丘を餅 では珪引き.横着では加え1=aT_p丑初か
ら蛤蛙::}iえておけlf.嘘 は巨#LニiE角'=生じ柑る
中を琳する｡換℡すねはこのiSTJ鰍 =おいては.
拡力tEの野面はモa)妃有の進行方向に対して必ず直角
に形作 られることを示す.悌 2

匹)同練の休作で托呉を変えて行つ7_鈷無は坊 3講

の 如くであ

るB波面のなす綿 肺3表 芸慧三三.:…芝を靴 さ

せた以上a)祭政によって,TN'r(LDウ5g/cc)対数 こ - I- --i-I--- ---- 0

- -っいては応力教の進行方向は大仙 bb｡であることを EaZonRll 0, 0

. 如知つ1=が,ra梯な軽作でR =対称的IL鰍 吸を

行ってみ

る｡l胡 面を何一角風 ;切り話した鎗蛙 (長さ t丘亡

m)を二汝の称一一淑 包できしは苛み■木わくの上に

果さしiE江投で姦莞せしめる｡錐面PJ軌工小は560'･o'
.大は6SO25'までの四Saとし

た｡鰍 土市2EElの様 二,中央の応力法の班突幌

がちと在fi'庶石とTLす角度qは r''こ応じて芸化し.e
′°aとのliZIi=は一つの盈只:睦,

何らor_ a-const_64･Vも
る●}}る辞任が見られ

るa府 ち,eJが65850'のときはaはLLはtf:矧 =在角.こ 58050r I.e'50' Li30J'O/ 2.

日0る2-20' 30･15′ 弘Oosl l,9

50ム2°20' 4800' 66020' Ⅰ,○

:刀diP20' 3㌔Or も50co' l,9

50婚笥角度は必ずしも一定にとっていT_LいJJt,eJ

+q(-e)は距貫のqlZz;:こ応じて,ほ.三一重工拡 t圭

を元す如 くであり.之1りkt:..こ稔って宏n,I:tIの進
産より見る(:I:雀荘肘 は甥5貢から 5m 以内であると



ユ52 エ 燕 火 eF;払 会 せ 耶15番 q･.3か

し.このここは-冠の古の乃時性(Vl丘JA)'･存在し,

D.と0とは0 J).cost7なる田脚)に払ほれる._とと
同･-の丑茸を持つ.この二とは笠矢巾ft中速以上で三見
.Gt'ケ1I.やgti九の先E3伽tら出る hldChPI王の労政

と同じことで,訂遠と者達の比.仰ら入fnchB.=此せ
らいる捷逆と取体の音速の比,JJJIが円JEの俵作を菜

:看する一つのJEとfLることを戻す｡

従ってもしも常蛭古より前述11'併 設 (遠g S')が

留る初伍の半亨l角で王城 引 .ろならglらか こ

IJ,>･t･T:>O

TJる事が必唇である林がZW ∈れる｡但し,突煎:こは

この年拝を訳して且占用圧力N1'近cL7:力下で圧力の･1
茄▲=拝なう媒体の屈折 が低下する帆伽 rm である

ことIi妬■称 ニjiじfi遜りである｡

又この点は,空文のTt速を沸 する狂述.,ケートが

音速を中心として異状._･g:事榊 を紬 Ll_'･1れEIJL

らぬ汝,こ,更に道道とf+･つて,ケ't外F金JXの井蛙

ei連荘を突抵ナる.-_実る再は･空に材軌こ桝 ~る亦書

TL考1を載blL;JhはTL･'jJ.-..ことを暮韓する｡rlL

抱 中TLらn:a;Fir_-.｡

2) I).-0の梯E.L(･VT-～

この時は泰abbの如く,ほ菜が究涼し1こ氏から出

声して正がる納 階 の瓜力規 ▲必ず脱 の加 の一
点に災申し,LTは寺.抑ら円かのjL73角はgOCで.(l)
のii;1=円鮭は形成されず.当伝奇睦む迅丘より35遠lL

正孝班円錐の存在はrfされljt､.

3) I).<0の恥 (･lI'くり
この時の応力棟はどんどん任発二先rrして迅A･拡

力巴の方向性は全くみられす.Oは不位であって(り

の様な琵面の存在はrr引'Lない｡これは脳 3:I)低速

で飛ぶ捷采の涌rT珠と戒を-:こする｡

rl.く･ V IS.JミiTlChLLT･tの
Zlくt

L= 1､-,7!.･..;T:.p:礼T ･一 葉敬川の姐拭

ト･今 T.'3 ･ T･･つ 芸喜蓋 蓋 琵 蓋

で･LA ～. .4. -下､ 肌 t二日と｡般 掛 ちCを求

∴ ＼∴ ∴､･.‥∴ ..1.:'::::'A-.n :.:I:I:-･
fL…王 O-〇 ･･-L'･- Ji.恭4P:で.1I,OL)/Lる野方をも

群3過 応力法のmfH駕方や卯司 つば件の中-応力正がある角卓pで改

定される■

色し,この岨 IrlZEqはあ(2でも坪炎Fllこおける
ものではiuJ､らZiの述rT方稗の文化と兵に互化し,出

発としてあるや･-Z戻し1こものと℡)ぺく,こLbことは

畑 の応力野面はT仰 勺でrLく源の蹄 fA,=応じて珂

由しているものとailAされる｡

rT 姐力な応力波面が形作られるための

使件

以上のhく,肋 t面からそれに辞する聖体

は体内.ニ朗 ほ れる仏力古.ihる一定の拭きを持ち,

又,その泣鮒iiE行方的 -_正佃iJ_影作られることを辻

-7二が･,モここのRilD市仏 をrTu)ghens経の事項で

較胡してふよう｡

今或るE:俳 を肺 に伽 させてP,-る棚 繋が

左から右-二様達D.では粟してLるものとする｡そし

て仮にその岸体内を伝播する粒 度の応力辞は苛性

こと考1.その細 をUとする｡(恭3E3)

)).が0より大き.̀とさ.申しII.とき,及び小なる
ときの3つの頼合についての帳戊を抗みる｡

l)I),>0の租合(･lLJI>Z)
Ⅰ戊0から顔 が順 し.輯Lt耶 蚊に艇 が DJ
E:司るものとする｡その時.応力Uは0から捕体内を

球面恥 二rlがりその折の先茂は Olf_Lる隷面と考えて
良い啓である｡貫:二次の単位時舵妓!=ほ煉菜はDfE:

速k,0[はOtI:虻がり加えて斬J'二に J)1のfrから井

し,'=法の先珊01′の半rllJ-･見られる｡こうして次々I:
ほ発が0の逆圧Tz汝JLして汲めば.媒体内の正文変化
ほは発の先払を7JFl'tとするある17田の.'t.m角 E(r

sln-lI)'0)の円錐の中に配られ.この円Nの鼓面は

各仏力殊のB;力の変化が助け合つ1:芳しく効果を現

ト1,>小包〉 rll,一

El>t P一･(



射これ.正舶抑を光年井ニFdじく考7-Jlは,仮面から

BLBfする泣面は櫛 と90'-･寸の角虹T_pもって並行し,

又ぼ面から正射する鼓軌土圧凪 =対して〟のfEl匹を以

て遜L･中 二TLる｡従って.f職 面の乱矢A.芋蔓fj産l:は
変化JJ'.仔である｡

又このft窮は必ず四角断面の角0を透ることは,同

国でOlユで何面から圧射し1こt;面がDを通る時の泣
面FをF'PとナJtは.それまでI=苧LT=時紬~｣-a-･J･
と,爆発+,i/1からJ)に写り.Fに0からIノロに下し1二

審で項 i岸 t)SのftUy応力野がBZE五するI=召した時間T1

一･Ir･Sとが等しければ良い｡今,恥 I)'.脱 の

逆臣 t).×cosJ.I)0-1,.1D-タとすれl.I,

･̂-m -･′丞 -盟 )一一^一･I,--1
crJ.'ることが牙る｡

又.R 民は媒体を円従妹 =LT=のであるが.必ず

しも門誌状こ=する必雀なく.古学･'J:大きさこ診状をも

つ金現プt.lクでホ足りる啓である｡以1m が許JA

T=結果を述べる｡

(1)T N･T(dO･95g∝)札 史 (･V9-2.3)
軒･lEEの軌 ニTFさ3m ,正方斬巨lの-ZL7⊂爪の分

ブL71クを帥 兼旬にそえてrrえは.その角にR 丘

の腿 が生じ.その内pは 6】025'で放送のOと殆ど

同じ伍を示す｡之Lり0は 2,】恥 革を救えるがRは

C3対澱で 072-740, 02.ZOO-2,4COzTVSをruてい
ち)○
(2) TNT 対欽 (JVJrO8り

これは材塀の性さを肘次汚くして5mll3でにも棄

つT=が亀裂の袖 は全く他めらhず,この時のJIJは
)よT)/j､で汐には浸方向が存在しないことi･示す ｡ R

氏はC3封鎖でも砲架 S･.巧め1_がC廿の畑巡u鉄の香

道より市過である為と取われる｡

(3) '1NT 村税 (.Vd-)23)

朗らかに注力佃駁ihJの冶:在とR氏の包現が予想され

る01筆3JITrLml宇さ瓦Jnの円板をはりつけて.037030'

0,3.8∝ト 3,900rrV8を戻す (2回)又. プt7ブクの

形を較何字的L=変形したものでもrq嫌である,,RJIち酢

毒区のiyJ防九で行うとき,起ったREの眼 中から

角 pを葦引けは茨のj延方杓 elニ1_･る啓である｡ β-

27050′のむとr:9-62085'を柑7二からOとしては

35035′をIrJる｡この摘果もmと変りない｡R氏は対錦
でCJQ-b2-朗0.0-392OzTt/SLz柑ている｡
即ち.以上を折合すわは,TlヾT(JIO95dcc)にお

'J､ては.その店適より倣 -音速を示す軌 及び無は程

かtL円如 書を1,'.題められるが,こjlら‡三船 から或

るBEだで決めた適度が芦崇ピサ姐に一致する所から,野
望tiの形成はあって/i)急迫 =誠安するものと思われる,

～沿=ついては,攻撃aZの形成は弧 から5cm以内と

標定されるが.脚 の壬a面から鮒 される鮒 に比べ
るとかfLr)その鰍 はせはめられている｡鉄:-J5いて

は全く定方向のuyb西の存在はZSめちItない｡

TIJTE三AISf̂J～JR.ON

[=⊃ 三つ
1 )oll･l I i I

l-一Ilt一

一日 ･TNT(ム･1り･-(｡FPER

,亡立elJ亡 Il
-).ll0 57
'31( j卯pつ倉 や･e･βA･,17-EO

〆･63㌧J

O･35●35い 39
00TYTNTlム叫 ∫ )～LEAD

Zlク0-1､
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11 薬包の仮 から固持肘 こ奴射さ

れ る応力汝の圧力パルス

先に軟 D託富が腹 の輩行方軌 こ晦体を伴 する

塾の庄カバri- を或める方法を述べ1_那,もしも藁毎
の∬石からの瓜力だのき芹方向が罰ちかでもitは.そ

れi=応じて-埋封を焼けJ-=桂を肋 ､て圧力パルスを淡

め柑るE,TNT rJO95g/α)対舟!=ついては.Oは
650と見てよいから.拝軸と650をIJナ推古を有する
程々の長さのjn巨を畔指し (招38mm),それを鞍包

の叫面にそえてV租2)と同じ方比をとればよい｡

9f扱t:際しては,怯男は瞬いてteかjtか2鋲的を収

めた隠見珊 t:̀捕 'よった力rZかける水にTLるの

で.中央に捲3伽uTtの孔あき鉄板 (IX】m,好さ5mm

で脚 荷の上ib-を在って陸岸に上る近乱防止の完全を

和し1=｡このⅣ面からの鰍 は荒包力較方向に比

べて執 ､ので,3cn三で任況l=さかのぼることがaI

采IC.燃し,この鰍 こ近い訊分では･tvクトが Zznzn

以上官いとそれ自他二既 を起すので,さbめてe:】窮
に近-､払分J)庄力しか波力らhlJい｡0としては普通
を用一･1=｡折‡掛 i次の如くである｡

EtS表 実包631iilから肘稚内に壬生甘され

古k'カ鼓乃圧力.-Jt･li3kp仲井

霊管下;古志)Eal芋還貰 -応力_望周
巴望IPITVrL･'ね′8Inhs qkLtCm'2p,C'se亡
3 tO 87 87 2.iTx IOJlo.93x10~●

恒三

S2
S
:
S!
r=

72

関

山

93

相

加

こfl.を比示す川.L解5EElのtk=なる｡

泣形で妙 壬あることは,馳 ･ら】CC-rlに司il,ほ応

力琵の琵石は97り1=''=ず.lEIIちかIr立ち上T)を京す
ことと,荘現圧力のa更SE蛭.'王誉一包のだ面からのe:は事i

い虫から山王発するが.改蒙ほかTLり烈しく,肺 では

出罪点がEi,ftり(=ボ訊 主TLだちかである.そして

∴ ∴ ∴ ーrArOユー(
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r■仁l4L-- ~

節5対 棟状缶tyの特有から魚抄こ投せられたLSカeuま
12E:mtZ:=如 ､て▲エ両者の庄九 二は稔と畠かILくなり. 逆圧を決めるの:=.耕■顎及び細 で招イrL/T=方法を

先の腿 生民罪を食めT=第枚でも滋がfLかつ1=こと 用いそれが転と石造に一女する加 ､ら.声;包の埼面か

は,この点を坂語るものと雪える｡ ちの｣Eカパルスd講㌢).:当って音速笹をそのままあて

命.Rlnehazlは難包の対面が堤体E=奴かする班の はめ1こ｡燃し.薮Ldの株と硬では明らかに排 琵桝

6
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の大きさを兵:ニするか亡,耶包のRhr･,)の失投.二者逆

班/L･･-:のま&川･'.るのはyLTE辻少.二見煉ることになる.

a :は範の来臨休作で淡め/Jd-IEiIJiけべきであら｡

次;,R氏の斤つ''=Ll.tiTTiAJ.かりの打力だ適度民定
.LFf,1-皿Lil射し:=舵 岩の事茨 をP.lllLて るtJ;I

.-=の坑蛙 こはか7,､も応力芝の二i:.:LLlてはた苧Ey=

考えがii立するir-;CiT=J/･告王Itていろ｡

打ち,巴稚内の奔廷臣のノ朋 Aはすで.ニ53ちれ

1=所であるが.これが義広とな た船 .二もE足し得
るや苔や1,I--)の.'1泡 である｡この∝雷 三人雌 ,戻

経 の琵四 二長けろE繊 体の且足軽匁 こ.tる歪一重

力餅騒の変化,或ハま父afr技のロの温正文化折 に
かかっていると且われるJ,.この点についての畳丑は

今の所全く掛.J)｡
桧って,汚が王TIE'こにも汰altJTZ''匁蛸 民害の

先夫と.-A,良材LT=古r滋の■乗と.この二つの

娩 t缶何'.･る位を有するかは.この点fzW TTる一
つのJtと.'Lるものと考えられる｡この書きは束だこの

戊の用捨な堀 ■二は不天倉と且うので地 .i賢しLLか
えるが,今までの正妻D失投及U RlrlehATtの艇

用では,光学的圧B,tをあてはめてLlいt*'こ.臥克 る,
又反射.こ上る庄力iS相の変化につ',tて も何様であ

り,持:二様iX;'こ近.･軌 ･排 日では考えるべきことで

あり,今までまめT=詐取庄力のこぼ 由恥よ.将 より

若干Ci,.･盲をとっているかも知IllJいが.その簡正藍

は不明で今技の偶語である｡

rrn E男 眉

策… 較l:当って,蛙状兼'JのOrdJから周Fの国

体媒件に攻射される応力だが如何なる触 とろかと

守.}ことはZl世である｡この職やは耽和に茂き主こし

て ThTT(4095g/cc)につ''.て.蘇.粗 鉄の金玩

(=ついでその教典Ti･AL放したbのである｡これを要約
すれば次の如くである｡

(I) 四角蛙榔 包一こそえ/二ta々 の油面内兜を右す

る削 Lの Hopl【ZnBOZl払取を8.黙して.この尊台には

応力法t:は一定の方向蛭うーあることをFLy).その角岸

は大tlL=650であるここを知つ1=｡

(2) 阿鎌の技件で舟桂の何元対鵬 JE行Jr,安
住中央t=苑生する仏力鼓の征矢岨 角匹4をまめ.gl
桂陀泊まの性宗ie′との肌=oJ+q 一% (efの王正行

角歪 なるPl鮎 tあることを知り.この時の応力fia)

i=面はe;の退庁方向に対して荘Plに形作られることを

l

PILllIl!二.
(3)煉巡 J).がLn件のJL>カ鞍遠監OJ:r)大であれ

は,鎌体内の圧力変化はある和田の半nPH( Bh

D.0)を応つ円錐のrfTにglられ.丁ま空欠F71をせ辻以
上でZtj:弄えJLとの先月からたする hゝch円JBの生成

と鼓,i- こし,その齢 のhbcb芸1.;比せちろべきt

が捷策と正体.ニついてIi'考えられることを辻ぺlた｡こ
の事は文法の悪行方向をBとすれば,0-D.P BelL
る評保々 暮味する.もしも.･1('(-D.0)･Zならは
≡.D万民tlはZFで上配円tEは捷勇の先軌 二兎申し.

∬3<llJ.･らは己の方rd::ま不定であって,仏力D円Jt

は杜挨 TLい｡tB-,てEE件の軒近古より追･.亡羊ヱ石が

-屈の方向を蚊 .並UT.:めにEII).>ざ>0tLる抹侍
を済さ1Jけれtil.-ちfLt～.'
(4) RITnhartlJt行つ◆二は変の町面からの拡力F

の蜘 定法の,FT.柵 !.r友列と正Xを斤つT=｡その拝

具 TL'T (瓜.砺RCC)の伊達上り伍',-者達せせ71す

るや,礼;おいてはqEかll応力法の方荒性そ望1,そ

れより浅め1=速見は殆どこれらの者達tかこ一致する｡
この鞍合の.VJは Eより大であり.Tt氏の払集と一致

する｡然し抜道より前述のや通を持つ鉄L=おいて11位

の延方r句性は故EJlLflJ'LかつIこ｡

(5)yn-租の9Jl淡を東胡の矢蝕 和=浴用し.
弗Idの叶面が押 すろ兄に投射する圧力,eJL13Lを食わ

,'=｡それ脚 の集方向の実検と比較するに.鼓l=く

らへはiEの初圧は的XであるがZf蒙性.まゆるやかであ

り.ほほ 】2Em に‡封1は問耕 土同一の琵PZZ圧力Lz京ナ

市を知った｡このことは難包の程 と餅で比較し1二

日opkLrl抑n卿 との先生現舟舟珪真.二殆ど鎧J.tないこ

との柁rhである｡

It始温nrを以てカ:研究を柑蒋引1る当itのfI田地Tl

士と1〔ぷ大字7E同軸 投.j11ぴt=未満を間桃して放き
62々 'd他 '7,別uTこ以伽大学lJI戯-部数屈に預く鳩荊け

さ.
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